












































































































































































































































































の言葉で、「I'm very honored to meet you」という丁寧な言葉を教わっていたんで
すが、もう、女王陛下が握手して下さった瞬間、ぱあーっと飛んでしまい「Thank 












































































































































































































907年生まれで、いたって元気な 0歳である。』…… これは 0歳の誕生日を迎
えるという想定で書きましたので……『それはそれは波乱万丈の一世紀を駆け抜け
てきた人だ。映画館に行くことが不良とされた時代にも、ひとり堂々とハリウッド
映画を鑑賞するなど、映画、音楽、演劇にはかなりのこだわりを持つ“元祖モダン
ガール”。現在も、東京都内や近郊で行われる私のコンサートや舞台には必ず足を
運ぶ。その現役ぶりを物語るエピソードは数えきれないほどあるが、まずひとつ挙
げるとすれば、６年前のニューヨークでの珍道中だろうか。当時、今より若いとは
いえ 95歳という高齢の春ちゃんが、私と夫が参加するニューヨークでのチャリテ
ィー公演に同行することになった。』…… ちょっと中略いたしますね……『95歳と
いう高齢での渡米は不安もたくさんあるけれど、今回連れていけなかったら夫も私
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も悔いが残る、ということで意見が一致。そこで、主治医の先生に相談することに
した。「普通は止めますよ」というのが主治医の先生の第一声。でも、春ちゃんを
よく知る先生は次のように続けた。「でも、あのおばあちゃんのことですからね」。
高齢で飛行機に乗ることのリスクや、何が起こるかわからないことの心配などを挙
げ、医者として、あきらめなさい、とおばあちゃんを説得することはできる、とし
ながらも、「気持ちとしてはやっぱり行かせてあげたい」と言ってくださった。そ
して、リスクを家族がきちんと承知して、それでも連れていってあげたい、という
ことであれば、と、ニューヨークの知り合いの医師に手紙を書いてくださった。最
後に「あのおばあちゃんならきっと大丈夫でしょう」という太鼓判を押して。私は
春ちゃんに「ニューヨークに行きたい？」と尋ねた。すると、目を輝かせて「あら
ぁ、行きたいわよ」と即答。「私は女学校の頃からニューヨークが憧れだったのよ」
とそれは嬉しそうに語った。さすが“元祖モダンガール”。アメリカのカルチャー
に魅了され、親しんできた彼女にとって、ニューヨークは特別な場所だったらしい。
さあ、主治医の先生にもらった手紙をお守りのようにしていざ飛行機に搭乗。気圧
の変化が心臓に負担をかけるのでは、と一番心配だったのだが、春ちゃんはそんな
心配などどこ吹く風。機内食の和風懐石弁当を「あらぁ、美味しいわぁ」とパクパ
クとほぼ完食。飛行機が揺れ、「大丈夫？」とあわてて声をかけた際にも、「まぁ、
関東大震災に比べればねぇ」と、なんとも力強い返事を返してくれたのだ。さすが、
春ちゃん。これは先生の言う通り、きっと大丈夫に違いないと、私は妙な確信をも
ったのだった。』
　…… これが本の出だしなんですけれども、こうしてニューヨークに無事にたど
り着き、到着したその日からですね、いつも私と夫は、例えば 0日間だったら 5
本くらいのペースでミュージカルや芝居、バレエなどを見まくるんですけれども、
もう春ちゃんは全部私たちと一緒に行動しました。劇場も全部一緒に行って、劇場
を出たあとはライブハウスも一緒に行って、五番街で一緒にお買い物もしまして。
自由の女神も見に行きました。この写真、右に立っているのが自由の女神。左にピ
ースしているのが春ちゃん。これ題しまして「二人の女神」という写真です（笑）。
こんなことで、春ちゃん、本当にニューヨークを堪能いたしました。ニューヨーク
の滞在のエピソード、まだいろいろ書いてあるんですが、あと少しだけご紹介しま
すね。……『結局、0日間に及ぶニューヨーク旅行は、ほとんど奇跡に近かったの
かもしれないけれど、主治医の先生の手紙の出番もなく、ともかく無事に終了した。
ニューヨークに一緒に行けたこと、そしてなにより、ニューヨークの舞台で歌う姿
を見せられたことは、いいおばあちゃん孝行になったかなぁ、と思う。ニューヨー
クに行くという約束を果たし、すっかりほっとしていたのだが、最近になって春ち
ゃんがぼそりと漏らすには、「本当は私が一番行きたかったのは、ハリウッドなのよ。
ニューヨークは 2番目」とのこと。なるほど、映画好きだもんね。春ちゃん。あぁ、
春ちゃんの尽きることのない好奇心には、いつも圧倒されるばかりで、孫ながら「か
っこいいなぁ」と感心させられてしまうことしきりなのである。』
　……これで、春ちゃんの人となりを少しお感じいただけたかと思うんですけども、
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本当に私の祖母は、常に私のそばでいつも力強く、勇気や元気を送り続けてくれた
祖母でありました。実は祖母はかなり厳格な家に育ちまして。映画が大好きで、自
分も女優もしくは映画監督になりたかったっていう人だったんですね。でもやはり
時代が時代で、なかなかそういうことが許される時代ではなくてですね。関東大震
災の時も、実は春ちゃんはいつもの通り、ひとりで映画館に行っていて、そこでぐ
らっと揺れて、外に飛び出したらうわーっと逃げる人の波。どんどん崩れていく建
物。次々と火事が起こって、「こっちに避難してください」と大勢の人が誘導され
ていたそうなんですけれど、春ちゃんは子供心に「家に帰りたい」と思い、その人
の流れに逆らって歩き、小高い丘の桜の木の下で一晩過ごして家にたどり着いたそ
うなんですね。あとからわかったことなんですが、その誘導された方向は、ご存知
の方もおられると思うんですが、上野の被服廠、そこに避難したみなさんが火の粉
で…… みなさん亡くなられてしまったんですね。…… なんて運の強い祖母なんだ、
と、もしその時誘導された方向に行っていたら私なんかいないわけですので、祖母
の強運に感謝するばかりです。
　それから、春ちゃんいわく、「私はおてんば娘だったのよ」と。当時、自由恋愛
ということ自体が許されない時代で、ある日、親から突然お見合い話があり、もう
そのお見合いが嫌で嫌で、家の窓から逃げ出して、その頃ヴァイオリンを習ってい
たハンサムなヴァイオリニストと駆け落ちをして結婚してしまうんですね。なかな
か最先端を駆けた人だったんです。結婚して私の母とその兄、二人の子をもうけた
のちに離婚。なんと、新橋第一ホテルのフロントでホテルウーマンとして働きなが
ら、女手一つで二人の子育てをしていました。戦争中もずっとそのホテルで働いて
いたんですが、その中で東京の大空襲も乗り越えて…… ところが戦後、そのホテ
ルが接収されるということがわかって、祖母は退職します。さあ、どうやって生き
ていこうと考え、よし！ 新宿駅の近くでお店を開こうって、最初は、甘味処、甘
いものを提供するお店を開いたんですね。飲み屋さんばかりだった中に甘味処を開
いてそれがとても人気店になり、でも、そのうちそこが立ち退きとなり、よし！ 
じゃあ今度はジャズバーを開こうということで、「ノック」という名のジャズバー
を開きます。当時はまだジャズのレコードをかけるお店っていうのが珍しかったよ
うで、ジャズメンの方たちがいっぱい常連さんとして集まってくださったそうです。
激動の時代の中を、祖母は本当に根っからの楽観主義で、音楽を愛し、演劇を愛し、
その社会のど真ん中で女性として母として生き抜いた人でありました。で、祖母は、
先ほどもお話ししたように 0歳寸前に亡くなったわけなんですが、これがまた本
当に見事な、最後まで周囲に迷惑をかけないようにと…… あ、これはちょうど 00
歳のお誕生日の時の写真ですね。親戚一同と、親しい方々も集まって下さり 00歳
のお祝いをすることができたのですが、最後まで自分の生き方、ポリシーを見事に
貫き通した祖母でありました。その祖母の DNA、影響というのは、まぎれもなく
私のなかに大きく息づいてるなということを感じる日々であります。
　創立者池田先生は、2世紀は女性の世紀、と、女性が社会に果たしゆく役割に大
きく焦点を当ててくださっておりますが、すみません、手前味噌かもしれませんが、
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今回こういうテーマでいろいろと思い起こさせていただいた時、本当におこがまし
いことなんですが、もしかしたら祖母は、知らず知らずのうち、ちょっとだけでも
その女性の時代を一生懸命に引っ張ってくれていた、そんな一人だったのかもしれ
ないなぁ、なんて、孫ながら少し誇らしく思わせていただきました。と同時に、や
はり私自身が、一人の女性として、祖母の DNA を継ぐ女性として、また一人の芸
術家として、これからどう社会に貢献していけるのか、どう使命を果たしていける
のか、ということを深くまたあらためて考えさせていただいております。
　とにもかくにも、今年はデビュー 40周年ということで、この夏から秋にかけて、
この 40周年を記念して、大切なさまざま嬉しい出来事があります。これは新しい
アルバムなんですが、「MY GRATITUDE」、私の感謝、という意味をこめたタイ
トルのアルバムを 7月に出させていただきました。これはなんとアイドル時代から
現在に至るまでの、ずっと歴史を追うような、過去を振り返るような、これまでの
集大成のようなオールタイム・ベストアルバムとなりました。
　それから…… すみません、ちょっと宣伝みたいになってしまいますが、今稽古
している舞台が来月行われます。「三文オペラ」というブレヒトの作品で、東京の
新国立劇場で 9月0日から始まります。「三文オペラ」、きっとご存知の方もたく
さんいらっしゃると思いますが、今回は、池内博之さんがメッキースの役、ソニン
さんがポリーの役。そして、あめくみちこさん、山路和弘さん、大塚千弘さん、石
井一孝さん…… 彼は「レ・ミゼラブル」でずっとご一緒してきた方ですね。こう
した演劇界のすばらしい役者さん、ミュージカル界のすてきな役者さんたちとご一
緒に、今、連日稽古をしているところです。私にとって、また新境地への挑戦とい
う、とてもやり甲斐のある重要な役をいただき、とにかくまず今はこれを大勝利さ
せること、これが私の目前の目標であります。そして、この舞台が終わってすぐの
0月日、嬉しいことに、民音さん主催により、五反田ゆうぽーとホールにて「島
田歌穂デビュー 40周年記念コンサート」を行わせていただけることになりました。
（拍手）ありがとうございます！ これはもちろん夫が音楽監督で、これまでの人生、
歴史を振り返りながら、新たな出発のコンサートにできれば、というふうに思って
おります。感謝を込めて、必ず大成功させられるように頑張ります！
　いま私は本当に幸せです。たくさんの宝物のような出会いに恵まれて、たくさん
の方々に支えていただきながら、大好きな仕事をずっと続けさせていただき……。
そして、仕事をすればするほど、自分の中に、亡き母が、亡き父が、そして亡き祖
母が、私の中に残してくれたものを深く深く感じさせてもらって……。実は、思え
ば、母の時も、父の時も、祖母が亡くなった時も、不思議なことに必ず私はコンサ
ートで歌っていたんですね。ステージで悲しみをこらえて歌いながら、ああ、これ
はなにかを教えられているんだな、と、お前はなにがあっても歌い続けていきなさ
い、と言われているような気がしたんです。もう、名前に歌という字が入っている
のでしょうがないですね。私は、自分の子供を持つことはできませんでしたけれど
も、でもやはり、大学の教え子を始め、次代を担う後輩たちに、いつか、いつの日
か、それがもしかしたら、なにか宝物になってくれたら、と祈りを込めながら、そ
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の小さな原石になるようなものだけでも、自分の声の続く限り精一杯伝えていけた
ら、というふうに願っております。もちろん、通教も、あの、もうちょっと大学に
いられるみたいなので（笑）、なんとか期限いっぱいまでに卒業できるように頑張
りたいと思います！ 来年とか、もしスクーリングでまたお会いしましたら「スク
ーリングもいいけど、レポートやってる？」とちゃんと叱咤していただければと思
います（笑）。今日は、母、また女性ということをテーマとしてお届けしてまいり
ましたので、ここで最後に、創立者池田先生の、母に向けてのお言葉を少し紐解か
せていただければと思います。
「私の偉大なる師である戸田先生が、ある時私の母の近況を尋ねてくださった。元
気な私の母の様子をご報告申し上げると、先生は、慈愛あふれる声で仰せになられ
た。「母の笑顔は一生涯心から消えない。僕もそうである。君もまた、同じだろう。
世界を本当に明るくするものはいったい何か」。ある人が、「それは、太陽でしょ
う」と答えかけて、慌てて訂正した。「いやいや間違えた。それは、母の笑顔。お
母さんの笑顔である」と。たとえ梅雨空が太陽を覆い隠そうが、吹き荒れる嵐の夜
であろうが、わが母の笑顔がある限り私たちの生き抜く世界は永遠に明るい。何物
にも屈せぬあの平凡にして偉大な私の太陽。私の全生涯にわたって、わが母の慈愛
の心は決して沈むことはないだろう。母の笑顔、あの母の笑顔こそ、和楽と、平和
と、幸福への不滅なる一家の太陽であるのだ。その母の楽観主義の光は、地域の太
陽となり、世界平和の太陽として昇り輝いている。ある哲人が叫んだ。「母を大切に。
母が笑顔でいる日々、その一日一日こそが、最良の日であり、最善の日である。」
そしてまた、ある世界的な女性作家は語った。「母は我が家の太陽です。もし母が
陰気になってしまえば、我が家から晴れ渡る天気の日は消えてしまいます。」私た
ちはこの健気な母を幸福にする責任がある。否、使命がある。これが人生だ。この
平凡にして偉大な母を幸福にしていくことこそが全世界の平和への第一歩である。
平和とは、遠くにあるのではない。政治の中にのみあるのでもない。それは、母を
大切にするという人間学の神髄の中にこそあるのである。』
　…… 今回、この講演をさせていただくにあたり、本当にいろいろなことをあら
ためて考えさせていただきましたが、私も、これからも、いつの日もどんなときに
も、母のような太陽の笑顔を忘れずに、目の前のお一人お一人に勇気と希望を届け
られる女性になっていけるよう、それにはやはり、ただただ自身の生命を磨き続け
ていく以外ないんだ、と師匠との原点のご指導を深く思い起こさせていただいてお
ります。これからも、とにかく自身を磨き続けて、笑顔を絶やさず、前向きに前向
きに歩いていきます！ ということをここにお誓いし、本日の講演を締めくくらせ
ていただきたいと思います。本日は長時間、本当にありがとうございました。
　せっかくですので、一曲歌を歌わせていただきたいと思います。（拍手）ありが
とうございます。…… では、今日は最後に池田先生の「母」についてのお言葉で
締めくくらせていただきましたので、いろいろな思いを込めながら、やはりこの曲
をお届けしたいと思います。これは、主人がピアノでカラオケを作ってくれました。
今日、この場を設けていただきましたこと、こういうチャンスをいただけましたこ
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と、先生方に、そして創立者池田先生に心から御礼申し上げます。そして今日お越
しいただきましたみなさまに心から御礼申し上げます。どうか、明日の試験が大勝
利となられますように！ また、今度お会いするときは通教生同士として、この学
び舎でお会いできますこと心から楽しみにしております。私も頑張って卒業しま
す！ では、感謝と決意を込めてお送りします。
「母」、お聞きください。
　司会：どうもありがとうございました。それでは島田歌穂先生の 40周年をお祝
いして、花束を贈呈させていただきたいと思います。40周年おめでとうございます。
素晴らしいご講演とお歌をありがとうございました。
　それでは以上をもちまして講演会を終了させていただきます。みなさま、本当に
ありがとうございました。
